
一
頁

拝
啓

檀
信
徒
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
益
々
御
清
祥
の
事
と
お
喜
び
申
し
上

げ
ま
す
。
日
頃
、
眞
観
寺
に
お
心
を
お
寄
せ
い
た
だ
き
有
難
う
ご
ざ
い
ま
す
。

私
こ
と

平
成
二
十
四
年
九
月
十
日
付
け
で
眞
観
寺
の
住
職
と
な
り
ま
し
た
。
仁
治
三
年
（
一

二
四
二
年
）
八
月
三
日
に
没
し
た
眞
観
寺
中
興
一
世
瀧

憲
阿
闍
梨
か
ら
数
え
て

り
ゆ
う
け
ん

四
十
五
代
目
の
住
職
と
な
り
ま
す
。
今
後
も
一
意
専
心
、
眞
観
寺
の
清
掃
維
持
、

護
持
発
展
に
心
を
尽
く
し
ま
す
の
で
、
檀
信
徒
の
皆
様
に
は
よ
ろ
し
く
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

今
年
も
早
い
も
の
で
年
の
瀬
と
な
り
、
新
し
い
年
を
迎
え
ま
す
。

瑞
光
満
ち
る
平
成
二
十
五
年
元
旦
、
恒
例
の
元
朝
護
摩
を
観
音
堂
で
厳
修
い
た

し
ま
す
。
護
摩
祈
願
を
御
希
望
の
方
は
、
左
記
の
「
小
見
眞
観
寺
元
朝
護
摩
」
を

ご
一
読
の
上
、
同
封
の
は
が
き
に
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・
願
意
を
書
い
て
ご
返
送

く
だ
さ
い
。

お
申
し
込
み
は
フ
ァ
ッ
ク
ス
（
〇
四
八
ー
五
五
六
ー
二
二
〇
〇
）
で
も
受
け
付

け
ま
す
。

複
数
体
の
申
し
込
み
の
方
は
、
眞
観
寺
に
申
込
書
が
あ
り
ま
す
。
折
り
返
し
お

送
り
し
ま
す
の
で
、
電
話
〇
四
八
ー
五
五
六
ー
二
六
七
八
ま
で
ご
連
絡
下
さ
い
。

遠
方
の
方
に
は
護
摩
札
を
郵
送
致
し
ま
す
。
送
料
は
無
料
で
す
。
ご
遠
慮
な
く

お
申
し
込
み
下
さ
い
。

合
掌

平
成
二
十
四
年
十
二
月

眞
観
寺
住
職

中
村

重
継

檀

信

徒

各

位

小
見
眞
観
寺
元
朝
護
摩

・
日
時

平
成
二
十
五
年

元
旦

午
前
十
時
よ
り

・
場
所

眞
観
寺
観
音
堂

正
観
音
菩
薩
御
宝
前



二
頁

護
摩
（
ご
ま
）
と
は

護
摩
は
正
し
く
は
「
護
摩
修
行
」
と
言
い
ま
す
。
真
言
密
教
の
修
行
の
一
つ
で
、

護
摩
火
中
に
仏
を
招
来
し
、
御
仏
の
真
体
を
観
じ
ま
す
。

護
摩
に
よ
っ
て
煩
悩
を
焼
き
浄
め
、
大
厄
を
消
除
し
、
家
内
安
全
、
身
体
健
全
、

商
売
繁
盛
等
、
開
運
を
祈
願
し
ま
す
。

護
摩
の
願
意
に
つ
い
て

護
摩
の
願
意
は
自
由
で
す
。
眞
観
寺
の
護
摩
は
祈
願
と
滅
罪
の
護
摩
で
す
。
左

の
代
表
的
な
お
願
い
が
あ
り
ま
す
。

・
災
厄
消
除

・
家
内
安
全

や

く

よ

け

・
交
通
安
全

・
身
上
安
全

・
身
体
健
全

・
延
命
長
寿

・
商
売
繁
盛

・
当
病
平
癒

・
傷
病
平
癒

・
心
願
成
就

・
大
願
成
就

・
開
運
満
足

・
合
格
成
就

・
学
業
成
就

・
就
職
成
就

・
工
事
安
全

・
工
場
安
全

・
労
災
絶
滅

・
勝
利
祈
願

・
従
業
員
安
全
・
商
売
繁
盛

・
事
業
繁
栄

・
方

除

・
火

難

除

・
御

礼

(

お
願
い
が
か
な
っ
た
と
き
に)

護
摩
札
は
一
体
に
付
き
一
願
意
で
す
。
護
摩
の
準
備
の
都
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、

な
る
べ
く
十
二
月
二
十
八
日
迄
に
早
め
に
申
し
込
み
下
さ
い
。

護
摩
祈
願
料
は
三
千
円
で
す
。
祈
願
料
は
申
込
時
だ
け
で
な
く
、
元
旦
に
持
参

さ
れ
て
も
大
丈
夫
で
す
。

尚
、
遠
方
の
方
は
護
摩
札
の
郵
送(

送
料
無
料)

と
併
せ
て
銀
行
振
り
込
み
を
ご
活
用
下
さ
い
。

群
馬
銀
行

行
田
支
店
（
３
７
４
）

普
通
口
座
０
１
７
８
３
３
９

口
座
名
義

シ
ュ
ウ
）
シ
ン
カ
ン
ジ

厄

年

早

見

表

男

性

女

性

前
厄

平
成
二
年
生

平
成
８
年
生

厄

本
厄

平
成
元
年
生

平
成
７
年
生

小

後
厄

昭
和

年
生

平
成
６
年
生

63

前
厄

昭
和

年
生

昭
和

年
生

48

57

厄

本
厄

昭
和

年
生

昭
和

年
生

47

56

大

後
厄

昭
和

年
生

昭
和

年
生

46

55

男
女
大
厄

昭
和

年
生
ま
れ

28



三
頁

観
音
堂
三
百
周
年
記
念
念
珠

昨
年
お
知
ら
せ
し
ま
し
た
が
、
眞
観
寺
の
観
音
堂
は

平
成
二
十
四
年
で
三
〇
〇
周
年
と
な
り
ま
し
た
。

何
度
も
書
い
て
い
ま
す
の
で
、
御
存
知
の
方
も
多
い

と
思
い
ま
す
が
、
眞
観
寺
の
観
音
堂
は
、
正
徳
二
年(

一

七
一
二
年)

に
小
針
田
島
家
当
主
の
母
親
の
寄
進
に
よ

り
完
成
し
ま
し
た
。
そ
の
時
の
住
職
は
十
九
世
秀
盛
で

す
。昨

年
は
記
念
事
業
と
し
て
観
音
堂
内
の
畳
表
を
替
え

ま
し
た
。
今
年
は
三
〇
〇
周
年
記
念
念
珠
を
作
り
ま
す
。

念
珠
の
材
料
と
な
っ
た
木
は
眞
観
寺
仁
王
門
解
体
修
理

の
際
に
取
り
替
え
た
一
層
部
分
の
欅
柱
を
使
っ
て
い
ま

す
。念

珠
の
加
工
は
滋
賀
県
近
江
八
幡
市
の
木
地
師
「
半

兵
衛
」
の
技
術
を
伝
え
る
㈱
カ
ワ
サ
キ
が
担
当
し
ま
し

た
。
加
工
後
は
約
三
〇
〇
年
と
い
う
時
間
の
経
過
を
感

じ
さ
せ
な
い
艶
が
あ
り
ま
す
。
カ
ラ
ー
で
お
見
せ
で
き

な
い
の
が
残
念
で
す
が
、
非
常
に
良
い
仕
上
が
り
と
な

っ
て
い
ま
す
。
元
朝
護
摩
の
際
に
御
覧
下
さ
い
。

ケ
ヤ
キ
の
玉
の
大
き
さ
と
房
の
色
（
男
性
用
は
茶
と
金
茶
、
女
性
用
は
金
茶
と

紫
）
で
６
種
類
あ
り
ま
す
。
お
好
み
の
品
を
お
選
び
下
さ
い
。
念
珠
は
、
元
朝
護

摩
の
時
に
お
譲
り
し
ま
す
。
念
珠
一
匝
、
数
珠
袋
付
き
で
三
千
円
で
す
。

他
に
も
眞
観
寺
羅
漢
松
（
観
音
堂
前
の
黒

松
）
か
ら
作
っ
た
夫
婦
の
念
珠
も
あ
り
ま
す
。

い
ず
れ
の
念
珠
も
「
小
見
観
音
」
の
刻
印
入

り
で
す
。

木
製
の
念
珠
の
良
さ
は
何
と
言
っ
て
も
積

善
の
回
向
の
徳
を
最
期
に
持
っ
て
行
け
る
こ

と
に
尽
き
ま
す
。
こ
の
機
会
に
ど
う
ぞ
。

左から男性用22玉、男女兼用27玉、女性用34玉です。



四
頁

児
玉
義
隆
師
の
伝
授

十
一
月
十
九
日
午
後
三
時
よ
り
、

梵
字
悉
曇(

梵
字
を
書
く
こ
と)

が
専
門
の

ぼ

ん

じ

し

つ

た

ん

種
智
院
大
学
児
玉
義
隆
副
学
長
が
眞
観
寺

客
殿
に
て
真
言
宗
智
山
派
埼
玉
青
年
会
の

会
員
を
対
象
に
梵
字
悉
曇
の
伝
授
を
行
い

ま
し
た
。
当
日
は
二
十
五
名
の
青
年
僧
が

眞
観
寺
客
殿
に
集
ま
り
、
実
際
に
刷
毛
筆

は

け

ふ

で

を
使
い
な
が
ら
熱
心
に
児
玉
先
生
の
悉
曇

伝
授
を
受
け
ま
し
た
。

元
来
、
「
寺
」
と
は
世
俗
と
や
や
離
れ
た
山
の
中
に
あ
り
ま
し
た
。
イ
ン
ド
で

当
時
の
最
新
学
問
で
あ
る
仏
教
を
学
ん
だ
僧
侶
が
、
中
国
に
旅
し
て
「
寺
」
に
滞

留
し
、
近
隣
の
僧
侶
を
集
め
て
学
問
を
伝
授
す
る
場
所
で
し
た
。
ま
さ
に
こ
の
日

は
「
慈
雲
山
眞
観
寺
」
が
寺
本
来
の
機
能
を
発
揮
で
き
た
日
と
言
え
ま
す
。

児
玉
先
生
は
「
こ
の
伝
授
は
二
時
間
で
は
短
す
ぎ
る
。
来
年
は
も
っ
と
長
い
時

間
伝
授
し
た
い
」
と
い
う
言
葉
を
残
し
て
、
熊
谷
駅
か
ら
京
都
に
帰
り
ま
し
た
。

児
玉
義
隆
師
の
奉
納

か
ね
て
か
ら
眞
観
寺
の
本
堂
天
井
阿
弥
陀
陀
羅
尼
真
言
を
絶
賛
し
て
止
ま
な
い

あ

み

だ

だ

ら

に

児
玉
先
生
に
、
私
は
七
月
に
眞
観
寺
本
堂
の
天
井
梵
字
を
写
真
で
撮
影
し
て
送
り

ま
し
た
。
先
生
か
ら
は
メ
ー
ル
で
「
私
な
り
に
こ
の
百
三
十
字
を
書
い
て
み
る
か

ら
」
と
い
う
返
信
が
あ
り
ま
し
た
。

そ
れ
か
ら
三
ヶ
月
経
っ
た
十
一
月
十
七
日
の
夜
十
時

頃
、
児
玉
先
生
か
ら
電
話
が
あ
っ
て
、
「
い
や
～
百
三
十

枚
一
気
に
六
時
間
で
書
き
上
げ
た
よ
。
下
手
だ
け
ど
見

．
．
．
．
．

て
く
れ
な
い
か
」
と
、
興
奮
し
た
様
子
で
、
電
話
を
戴

き
ま
し
た
。

上
の
写
真
は
百
三
十
枚
の
色
紙
と
児
玉
先
生
で
す
。

眞
観
寺
本
堂
天
井
梵
字
は
二
十
五
世
弘
濟
師
が
書
き

こ
う
さ
い

刷毛書きに取り組む僧侶達

前列右から二番目が住職



五
頁

ま
し
た
。
天
井
梵
字
と
色
紙
の
書
に
つ
い
て
を
児
玉
先
生
は
、

「
刷
毛
書
き
は
如
何
に
幅
の
広
い
刷
毛
を
使
い
こ
な
せ
る
か
に
尽
き
る
。

弘
濟
師
の
梵
字
は
江
戸
初
期
に
梵
字
悉
曇
を
ま
と
め
た
澄

禅
師
の
字
を
よ

こ
う
さ
い

ち
よ
う
ぜ
ん

く
学
ん
で
い
る
。
そ
れ
に
今
ま
で
見
た
中
で
一
番
筆
幅
が
広
い
。
こ
の
幅
が

一
番
の
ポ
イ
ン
ト
だ
。
澄
禅
師
で
さ
え
、
弘
濟
師
よ
り
一
回
り
幅
の
狭
い
筆

こ
う
さ
い

を
使
っ
て
い
る
。
私
も
時
間
が
無
か
っ
た
の
で
、
こ
の
書
を
自
分
の
も
の
に

出
来
ず
二
回
り
狭
い
筆
で
書
い
て
し
ま
っ
た
。
だ
か
ら
私
の
こ
の
色
紙
の
書

は
下
手
な
ん
で
す
。
」

と
、
解
説
し
て
い
ま
し
た
。
い
や
は
や
、
ス
ポ
ー
ツ
で
も
何
で
も
そ
う
で
す
が
、

当
代
一
流
の
人
が
伝
説
の
人
を
解
説
す
る
言
葉
は
積
年
の
努
力
に
裏
打
ち
さ
れ
た

凄
み
が
あ
り
ま
す
。

私
も
児
玉
先
生
が
絶
賛
す
る
天
井
梵
字
を
大
事
に
し
、
天
井
梵
字
に
近
づ
け
る

よ
う
、
自
身
も
刷
毛
書
き
に
邁
進
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

し
ば
ら
く
白
黒
に
な
り
ま
す
。

前
向
き
な
話
題
の
次
は
、
少
々
残
念
な
お
話
で
す
。

平
成
十
二
年
か
ら
続
く
こ
の
「
眞
観
寺
の
お
知
ら
せ
」
は
写
真
の
あ
る
ペ
ー
ジ

を
カ
ラ
ー
印
刷
で
作
成
し
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
今
回
か
ら
全
て
白
黒
刷
り
と

な
り
ま
す
。

こ
れ
は
、
今
ま
で
使
っ
て
い
た
平
成
七
年

製
カ
ラ
ー
レ
ー
ザ
ー
プ
リ
ン
タ
が
壊
れ
た
為

で
す
。
秋
葉
原
電
気
街
の
中
古
屋
で
平
成
十

二
年
に
「
一
万
円
！
」
の
破
格
で
売
ら
れ
て

い
た
の
を
見
つ
け
、
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
を
し
つ

つ
使
い
続
け
て
い
ま
し
た
。
当
初
六
万
枚
ま

で
印
刷
で
き
る
と
い
う
こ
と
で
し
た
が
、
五

万
二
千
枚
で
力
尽
き
、
メ
ー
カ
ー
の
修
理
期

限
も
八
年
前
に
切
れ
て
い
る
現
在
、
こ
れ
以

上
修
理
す
る
す
べ
が
な
く
、
泣
く
泣
く
あ
き

12年間お疲れ様！ Canon LBP-2030



六
頁

ら
め
ま
し
た
。
眞
観
寺
の
お
知
ら
せ
を
三
百
部
以
上
印
刷
す
る
の
に
一
昼
夜
か
か

る
と
い
う
「
亀
の
よ
う
な
遅
い
プ
リ
ン
タ
」
で
し
た
が
、
プ
リ
ン
タ
導
入
費
用
を

含
め
て
カ
ラ
ー
印
刷
を
一
枚
三
円
程
度
で
こ
な
し
て
い
た
の
が
自
慢
で
し
た
。

現
在
の
印
刷
は
某
所
で
不
要
に
な
っ
た
リ
ー
ス
上
が
り
の
白
黒
プ
リ
ン
タ
で
印

刷
し
て
い
ま
す
。

心
掛
け
て
プ
リ
ン
タ
の
中
古
を
探
し
て
い
れ
ば
、
い
ず
れ
眞
観
寺
の
お
便
り
を

再
び
カ
ラ
ー
印
刷
に
で
き
る
日
も
来
る
と
思
い
ま
す
。
そ
の
日
ま
で
安
く
て
品
質

が
そ
れ
な
り
の
「
良
い
」
プ
リ
ン
タ
ー
を
探
し
続
け
た
い
と
思
い
ま
す
。

「
中
興
」
と
は

重
継
は
眞
観
寺
の
「
中
興
四
十
五
世
」
住
職
に
当
た
り
ま
す
。
中
興
と
は
ど
う

い
う
意
味
で
し
ょ
う
か
。

辞
書
的
な
意
味
で
は
一
度
衰
え
て
い
た
り
途
絶
え
た
物
を
復
興
さ
せ
る
と
い
う

事
で
す
。
王
朝
や
寺
院
を
再
興
し
た
人
が
「
中
興
の
祖
」
と
い
う
美
称
で
呼
ば
れ

ま
す
。
「
美
称
」
で
す
の
で
、
「
美
人
」
を
使
う
と
き
と
同
様
、
一
人
称
で
使
っ

て
は
い
け
ま
せ
ん
。
例
え
ば
、
「
私
は
美
人
」
っ
て
言
っ
た
ら
間
違
え
で
す
。

眞
観
寺
の
「
中
興
の
祖
」
は
一
㌻
に
あ
る
と
お
り
、
仁
治
三
年
に
遷
化
し
た

瀧
憲
阿
闍
梨
で
す
。
「
中
興
の
祖
」
は
中
興
一
世
に
当
た
り
ま
す
。
そ
の
中
興
一

世
か
ら
数
え
て
四
十
五
代
目
が
重
継
に
あ
た
り
ま
す
。
そ
こ
で
、
正
式
に
は
「
中

興
四
十
五
世
」
と
呼
称
し
ま
す
。

平
安
末
期
（
千
二
百
年
頃
）
の
瀧
憲
以
前
の
記
録
は
不
明
で
す
。
し
か
し
、
僧

侶
の
感
覚
と
し
て
、
最
低
百
年
程
度
は
途
絶
え
て
い
な
い
と
「
中
興
」
と
は
言
い

ま
せ
ん
。
眞
観
寺
の
歴
史
は
多
く
の
書
に
記
述
が
あ
る
よ
う
に
紀
元
八
百
年
の
坂

之
上
田
村
麻
呂
将
軍
の
頃
な
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

激
し
い
浮
き
沈
み
の
あ
る
寺
の
場
合
は
、「
現
在
の
和
尚
は
二
十
世
で
あ
る
が
、

中
興
十
五
世
、
再
中
興
十
世
、
再
々
中
興
八
世
で
あ
る
」
と
表
記
し
ま
す
。

ち
な
み
に
「
中
興
四
十
五
世
で
す
」
と
言
う
と
「
中
興
で
四
十
五
世
で
す
か
！
」

と
驚
か
れ
ま
す
。



七
頁

般
若
心
経
を
詠
む
会
を
開
催
し
て
い
ま
す

よ

九
月
か
ら
十
二
月
ま
で
、
観
音
様
の
縁
日
で
あ
る
毎
月
十
八
日
に
「
般
若
心
経

を
詠
む
会
」
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

今
年
は
新
し
い
試
み
と
し
て
法
話
会
を
行
い
ま
し
た
。

般
若
心
経
を
詠
む
会
で
は
誰
で
も
お
唱
え
出
来
る
よ
う
、
ゆ
っ
く
り
丁
寧
に
お

よ

と
な

唱
え
す
る
こ
と
を
心
掛
け
、
皆
で
般
若
心
経
を
ご
唱
和
し
て
い
ま
す
。
腹
式
呼
吸

と
な

し
ょ
う
わ

で
ご
唱
和
す
る
事
は
、
呼
吸
の
活
性
化
と
気
持
ち
の
和
ら
ぎ
に
繋
が
り
ま
す
。
ま

ず
は
客
殿
で
練
習
し
、
最
後
に
観
音
堂
に
て
般
若
心
経
を
お
唱
え
し
て
、
練
習
の

成
果
を
観
音
様
に
報
告
し
て
い
ま
す
。

日
時

十
二
月
十
八
日
（
火
曜
日
）
十
時
～
十
一
時
半

場
所

真
観
寺
客
殿

～
～
～

来
年
の
干
支
に
つ
い
て

～
～
～

来
年
は
巳
歳
で
す
。
昔
の
人
は
方
位
に
十
二
支
を
当
て
は
め
て
表
し
ま
し
た
。

左
の
図
の
よ
う
に
巳
は
五
時
の
方
角
で
す
。

十
二
支
を
八
方
位
に
当
て
は
め
た
の
で
、
巳
年
の
守
り
本
尊
は
辰
年
と
同
じ

「
普
賢
菩
薩
」
で
す
。

ふ

げ

ん

ぼ

さ

つ

普
賢
菩
薩
の
慈
悲
行
に
つ
い
て
は
昨
年
書
き
ま
し
た
。
今
年
は
「
菩
薩
」
に
つ

い
て
説
明
し
ま
す
。

「
菩
薩
」
は
元
々
、
梵
語
「
ボ
ー
デ
ィ
・
サ
ッ
ト
バ
」
の
音
訳
「
菩
提
薩
埵
」

ぼ

だ

い

さ

つ

た

を
略
し
た
も
の
で
す
。
「
ボ
ー
デ
ィ
」
は
「
覚
り
」
、
「
サ
ッ
ト
バ
」
は
「
生
き
る

世
界
」
の
事
で
す
。
「
覚
り
」
と
は
彼
岸
、
「
生
き
る
世
界
」
は
此
岸
（
こ
の
世
）

と
解
釈
出
来
ま
す
。

菩
薩
と
は
「
覚
り

の
世
界
と
こ
の
世
の

世
界
を
往
来
し
て
、

多
く
の
衆
生
を
救
う

修
行
を
す
る
人
」
の

事
で
す
。

巳年の守り本尊

「普賢菩薩」観音堂前の八体佛


